
 
 

 

銀行名 百五銀行 

タイトル 「創業・新事業融資」を通じた多面的なサポート 

取組み内容 

 

平成25年 10月から取扱いを始めました「創業・新事業融資」の第１号案件とし

て、平成26年６月、チーズの生産過程で副産物として残る「ホエイ（乳清）」を練

りこんだ生パスタの生産・販売事業を営むお客さまに融資を行いました。また、資

金面でのサポートだけでなく、食品商談会への出展サポートや、当行の社員食堂で

オリジナルメニューを提供するなど、販路拡大や新商品開発などさまざまな面での

支援を実施しています。 

当行は今後も「創業者のチャレンジする想い」を積極的に応援します。  

 



 
 

 

銀行名 百五銀行 

タイトル 提携先との連携による新商品開発プロジェクト 

取組み内容 

 

鳥羽商工会議所の“鳥羽市の銘菓を創りたい”という想いを実現させるために、

当行が業務提携している生活者参加型の地方特産品開発支援サービス「うまいもん

プロデューサー」の活用を紹介しました。そして、平成29年に伊勢市で開催され

る「全国菓子大博覧会・三重～神都いせ菓子博2017～」に向け、「鳥羽市の木・ヤ

マトタチバナ」の果実を使った新しいお菓子の開発プロジェクトが開始されまし

た。 

 「三重県のうまいもん」を全国へ発信する取組みを、当行はこれからも積極的に

応援していきます。 

 



 
 

 

銀行名 百五銀行 

タイトル クラウドファンディングの活用 

取組み内容 

 

インターネットを利用して個人投資家から事業資金を集める「ミュージックセキ

ュリティーズ株式会社のマイクロ投資プラットフォーム」の活用を紹介し、全国に

会社や商品のファンを作り、販路拡大につなげています。平成26年８月には、三

重県内の酒造会社が最新の設備などを導入し、こだわりの地酒や新銘柄のさらなる

品質向上をめざすために「地酒ファンド」を募集しました。募集開始日の当日に募

集終了となるなど好評を博し、全国の日本酒ファン獲得の足がかりとなりました。 

 



 
 

 

銀行名 百五銀行 

タイトル 現地銀行と連携したベトナム進出支援 

取組み内容 

 

平成 26 年１月、ベトナムにビジネスを展開するお客さまに対する現地情報の提

供や現地での円滑な金融取引の提供を目的として、ＨＤバンクと業務提携しまし

た。同行には、日系企業との取引拡大のためジャパンデスク設置の意向があり、当

行がその立ち上げ（平成 26 年９月開設）とその後の運営について主導的な役割を

果たしています。 

ジャパンデスク稼動後は、同行との連携により、現地ネットワークを活用したサ

ポートを実施しており、ベトナムに進出したお客さまが同行に口座を開設し、当行

から資本金の送金を行いました。 

今後も、ベトナム企業とのビジネスマッチングなど、お客さまのさまざまなニー

ズにお応えできる態勢の構築に努めていきます。 

 



 
 

 

銀行名 百五銀行 

タイトル オリーブの栽培普及による地域活性化 

取組み内容 

 

平成26年 11月に当行と志摩市が締結した「地域活性化連携協定」にもとづき、

平成27年２月、志摩市へオリーブの苗木120本を寄贈し、その贈呈式と記念植樹

会を志摩市観光農園にて開催しました。当日は、当行からのボランティア約50名

が中心となり、イタリア産(３品種)、スペイン産（３品種）の苗木42本を植樹し

ました。 

 今後は、オリーブの試験栽培により地域に合った栽培方法を研究し、オリーブを

使った特産品の開発や観光業との連携を図ることで、地域活性化につなげていく方

針です。 

 



 

 

 



 
 

 

銀行名 百五銀行 

タイトル 「百五の森」での追加植樹 

取組み内容 

 

環境保全活動の一環として、平成18年から森林づくり活動を行っており、これ

までに三重県内４か所の「百五の森」で植樹活動に取り組んできました。 

そのようななか、平成26年 11月に津市白山町にある「百五の森（青山高原）」

で、平成27年３月には伊勢市東豊浜町にある「伊勢 百五の森」で、追加植樹を

行いました。当行役職員のなかからボランティアを募り、のべ約70名で320本の

シラカシやアカマツの苗木を植樹しました。 

 



 

 

 


